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１９９８年８月２６日の磁気嵐中のサブストーム時に観測された電離圏変動の総

合観測

Ionospheric Disturbances Observed in Japan During a Storm-Time Substorm on August

26, 1998.
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１９９８年８月２６日の磁気嵐中に起きたサブストームに同期して、滋賀県信楽町の京都大学ＭＵレーダー
観測所（３４．８Ｎ，１３６．１Ｅ）において、最大２５０Ｒに達する６３０ｎｍ夜間大気光の増光が観測され
た。この増光に関して、国土地理院のＧＰＳ多点観測網、ＤＭＳＰ衛星のイオンドリフトデータ、通信総合研究
所による稚内、国分寺、山川、沖縄のイオノグラムのデータを用い、このときの電離層擾乱の様子、その原因を
調べた。

１９９８年８月２６日の磁気嵐中に起きたサブストームに同期して、滋賀県信楽町の京都大学ＭＵレーダー
観測所（３４．８Ｎ，１３６．１Ｅ）において、最大２５０Ｒに達する６３０ｎｍ夜間大気光の増光が観測され
た。この増光は１５：１０－１６：１０ＵＴ（日本時間で００：１０－０１：１０ＪＳＴ）の真夜中付近で観測
された。国土地理院によるＧＰＳ多点観測網のデータにも、このサブストームに伴って、日本の南東部で電離層
電子密度（ＴＥＣ）の値の増大が見られた。ＤＭＳＰ衛星はこのとき、夕方側（２０ＭＬＴ付近で、イオンドリ
フトメータによってサブオーロラ帯の強い西向きフロー（Sub Auroral Ion Drift - SAID)を観測しており、サブスト
ームに伴う極域電場の増大を示唆している。一方、通信総合研究所による稚内、国分寺、山川、沖縄のイオノグ
ラムから、Ｆ層の見かけ高度、突き抜け周波数を読みとったところ、ＧＰＳ衛星に対応するような南側での電子
密度ピーク値（ｆｏＦ２）の増大は見られたが、サブストームに伴う電場の低緯度への侵入によるような電離層
見かけ高度の変動は見られなかった。講演ではこれらのデータに基づいて、観測された電離圏擾乱の成因を議論
する。


